
大
田
錦
城
（
一
七
六
五
’
一
八
二
五
、
明
和
二
ｌ
文
政
八
年
）
は
、
一
般
に

考
証
学
派
の
先
達
と
い
わ
れ
、
そ
の
著
『
九
経
談
』
十
巻
（
『
日
本
儒
林
叢

書
』
、
第
六
巻
所
収
）
は
、
一
八
○
四
（
文
化
一
）
年
の
著
作
で
、
考
証
学
に

相
当
す
る
。

し
か
し
錦
城
の
儒
学
説
は
朱
子
学
が
主
流
で
、
そ
の
意
味
で
は
「
非
祖
棟

学
」
を
脱
皮
し
て
い
な
い
。
大
江
文
城
『
本
邦
儒
学
史
論
奴
』
第
七
篇
、
第
三

章
、
「
讓
園
学
派
の
投
げ
た
波
紋
」
に
詳
細
な
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
非
祖
侠
学

は
、
朱
子
学
の
立
場
か
ら
沮
棟
学
を
批
判
し
た
も
の
で
、
そ
の
数
は
数
え
き
れ

な
い
。
柤
侠
没
後
、
元
文
年
間
か
ら
、
当
時
の
儒
学
は
祖
侠
学
を
話
題
に
す
る

も
の
が
そ
の
主
流
を
占
め
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
「
非
祖
侠
学
」

と
い
う
学
問
用
語
は
、
蟹
養
斎
（
一
七
○
五
’
七
八
、
宝
永
二
ｌ
安
永
七
年
）

の
『
非
柤
侠
学
』
（
一
七
六
五
、
明
和
二
年
）
の
書
名
に
始
ま
る
。
非
祖
侠
学

は
主
と
し
て
関
西
で
盛
行
し
た
。

唐
崎
広
陵
Ｉ
『
講
学
編
』
二
巻
『
辨
道
断
論
」
二
巻
五
井
蘭
洲
ｌ

『
質
疑
篇
』
一
巻
『
非
物
篇
』
（
天
明
四
刊
）
六
巻
中
井
竹
山
ｌ
『
閑
距

一
、
非
祖
採
学
と
批
祖
棟
学

大
田
錦
城
の
『
九
経
談
』
と
〃
批
祖
侠
学
“

余
筆
』
（
享
和
元
稿
）
一
巻
『
非
徴
』
（
天
明
四
刊
）
八
巻
石
川
麟
洲
ｌ

『
辨
道
解
蔽
』
（
宝
暦
五
刊
）
一
巻
蟹
養
斎
１
１
『
非
祖
侠
学
』
（
明
和
二

刊
）
一
巻
『
辨
復
古
』
（
安
永
七
刊
）
一
巻
。

讓
園
の
江
戸
で
は
、
折
衷
学
・
考
証
学
の
立
場
に
立
っ
て
、
沮
棟
学
を
話
題

に
し
、
批
判
し
た
書
が
多
数
刊
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
も
あ
る
意
味
で
は
「
非

祖
侠
学
」
で
あ
る
が
、
学
派
と
し
て
は
折
衷
・
考
証
を
称
し
た
。
だ
か
ら
こ
れ

ら
も
一
括
し
て
非
柤
侠
学
と
い
っ
て
も
間
違
い
で
は
な
い
が
、
史
学
史
的
に
問

題
が
あ
る
。
強
い
て
い
え
ば
「
批
祖
棟
学
」
と
で
も
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
と

思
う
。
折
衷
学
・
考
証
学
の
陣
営
に
あ
り
な
が
ら
、
祖
棟
学
を
話
題
に
し
批
判

す
る
も
の
を
「
批
祖
侠
学
」
と
い
っ
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
で
あ
る
。
あ
ま

り
自
信
の
あ
る
よ
い
提
案
と
は
思
わ
な
い
が
、
「
反
祖
侠
」
よ
り
は
ま
し
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
わ
が
国
の
経
学
や
漢
文
学
は
言
語
美
学
を
大
切
に
し
た
。
い

ま
ど
き
新
提
案
を
す
れ
ば
、
た
い
て
い
拙
劣
な
も
の
に
な
る
こ
と
は
覚
悟
の
上

で
あ
る
。

そ
こ
で
批
沮
棟
の
折
衷
・
考
証
学
の
事
例
を
挙
げ
る
な
ら
、
次
の
通
り
で
あ

》
（
》
Ｏ

井
上
金
峨
Ｉ
『
読
学
則
』
（
宝
暦
六
刊
）
三
巻
『
辨
徴
録
』
五
巻
片

今
中
寛
司
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山
兼
山
ｌ
『
斥
非
辨
道
』
『
斥
非
辨
名
』
『
斥
非
学
則
』
『
辨
讓
園

学
』
『
論
語
徴
廃
疾
』
三
巻
『
論
語
徴
膏
盲
』
三
巻
『
大
学
解
廃
疾
』

『
中
庸
解
廃
疾
』
古
屋
昔
陽
ｌ
『
古
今
学
変
考
』
六
巻
井
上
蘭
台
ｌ

『
蘭
台
先
生
遺
稿
』
三
巻
細
井
平
洲
ｌ
『
献
芹
録
』
一
巻
『
曜
鳴
館
遣

草
』
六
巻
山
本
北
山
Ｉ
『
作
詩
志
穀
』
二
巻
『
作
文
志
穀
』
三
巻
。
そ

し
て
大
田
錦
城
と
く
る
。

大
田
錦
城
、
名
は
元
貞
、
字
は
公
幹
、
才
佐
と
称
し
、
錦
城
と
号
し
た
。
加

賀
国
の
生
れ
で
あ
る
が
、
青
年
期
に
京
都
に
出
て
皆
川
漠
園
に
学
ん
だ
。
漠
園

は
東
福
門
院
御
殿
医
皆
川
春
洞
の
長
男
で
、
か
れ
独
特
の
言
語
学
を
も
と
に
開

物
学
と
い
う
論
理
学
を
創
め
た
考
証
学
派
の
人
で
あ
る
。
そ
の
主
著
『
名
晴
』

六
巻
は
孝
・
悌
・
忠
・
信
・
恕
な
ど
儒
教
倫
理
の
用
語
を
解
説
し
た
文
献
学
の

先
達
と
し
て
の
業
績
で
あ
る
。
し
か
し
錦
城
は
、
漠
園
の
世
俗
的
名
声
と
豪
箸

な
生
活
に
あ
き
た
ら
ず
、
江
戸
に
去
っ
て
、
山
本
北
山
の
門
に
入
っ
た
。
北
山

は
批
柤
裸
学
の
井
上
金
峨
の
門
下
で
、
寛
政
異
学
禁
に
抵
抗
し
て
孔
子
学
を
主

張
し
、
す
で
に
清
朝
考
擦
学
を
知
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
北
山
の
本

領
は
、
『
作
詩
・
文
志
殼
』
二
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
祖
侠
の
古
文
辞
に
対

決
し
て
、
韓
愈
・
柳
宗
元
の
文
、
明
の
哀
中
郎
ら
の
公
安
体
を
表
章
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
以
上
は
拙
著
『
祖
侠
学
の
基
礎
的
研
究
』
第
三
章
第
三
節
、
４

「
わ
が
国
考
証
学
派
と
の
関
係
」
の
項
参
照
。

大
田
錦
城
は
北
山
に
従
う
こ
と
も
せ
ず
、
自
ら
の
学
問
を
創
造
し
、
の
ち
郷

里
の
加
賀
侯
に
仕
え
て
禄
三
百
石
を
食
み
上
士
に
列
せ
ら
れ
た
。
わ
が
国
の
考

証
学
は
清
朝
の
考
擦
学
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
層
の
発
展
を
と
げ
る
が
、

錦
城
の
場
合
、
そ
の
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

そ
の
著
『
九
経
談
』
十
巻
は
、
文
化
元
年
、
錦
城
四
○
歳
の
時
の
作
品
で
、

考
擦
学
を
知
り
、
祖
侠
学
を
批
判
し
な
が
ら
、
朱
子
学
の
立
場
を
堅
持
す
る
点

に
お
い
て
は
非
祖
棟
学
で
あ
る
。
世
俗
的
に
は
考
証
学
派
の
人
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
資
質
が
複
雑
で
あ
る
の
で
、
止
む
を
得
ず
批
祖
棟
学
と

名
づ
け
た
。
ま
た
『
九
経
談
』
の
第
一
巻
が
総
論
で
あ
り
、
錦
城
の
主
義
主
張

を
知
る
の
に
、
最
も
便
利
で
あ
る
の
で
、
第
一
巻
だ
け
を
取
り
あ
げ
た
。

次
に
『
九
経
談
』
第
一
巻
の
中
で
、
錦
城
の
批
祖
棟
学
に
つ
い
て
の
意
見
を

聞
く
こ
と
と
す
る
。

ゆ
う
し

仁
斎
を
継
い
で
古
学
を
唱
う
る
は
、
物
祖
侠
先
生
と
な
す
。
先
生
雄
鴬
の
才

て
つ
と
う
つ
と

を
負
い
、
鉄
宕
の
気
を
養
な
い
、
夙
に
李
王
古
文
辞
を
唱
へ
、
文
壇
に
主
盟

か
ん
ぜ
ん
ク
ワ
ン
ク
ろ
う
ろ
う

し
、
燗
然
と
し
て
一
世
に
雄
視
し
、
気
塊
賓
区
を
牢
籠
す
（
日
本
儒
林

叢
書
、
第
六
巻
、
九
経
談
、
肥
頁
、
読
下
し
文
に
改
め
た
）
・

祖
侠
の
才
を
猛
禽
に
た
と
え
、
勝
手
気
ま
ま
な
気
性
で
李
王
古
文
辞
を
唱

え
、
猛
然
と
一
世
に
雄
視
し
て
、
そ
の
気
塊
は
天
下
を
そ
の
術
中
に
入
れ
た
、

と
い
う
錦
城
の
言
葉
は
、
当
時
の
世
俗
の
評
判
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
小
心
翼
々

と
し
て
勉
学
し
、
病
躯
を
か
ば
い
な
が
ら
弟
子
の
た
め
に
つ
く
し
、
で
き
る
だ

け
世
間
的
な
煩
わ
し
さ
を
避
け
た
祖
株
の
正
体
は
、
知
る
人
ぞ
知
る
で
あ
る
。

し
か
し
祖
侠
な
き
あ
と
の
讓
園
学
派
は
、
あ
る
い
は
錦
城
の
い
う
通
り
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
が
、
わ
が
国
文
壇
に
果
し
た
祖
侠
の
思
わ
ざ
る
功
績
で

あ
ろ
う
。
人
間
と
は
ま
こ
と
に
、
あ
や
に
く
な
も
の
で
あ
る
。
こ
と
に
錦
城

が
、
柤
棟
の
文
学
を
「
古
文
辞
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
は
正
し
い
。
祖
侠
は
一

度
と
し
て
「
古
文
辞
学
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
「
古

文
辞
」
が
儒
学
で
は
な
く
て
、
漢
文
学
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
柤

裸
の
本
領
は
文
学
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

年
五
十
に
し
て
始
め
て
経
義
を
講
じ
、
宋
学
を
弁
じ
、
仁
斎
を
駁
し
、
其
学

一
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は
楊
用
脩
に
出
で
、
虚
脇
の
気
、
頗
る
相
肖
似
す
。
経
義
道
学
は
、
固
よ
り

そ
の
長
ず
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
、
新
奇
を
出
だ
し
て
以
て
時
目
を
眩
耀
せ
し

め
ん
と
欲
す
。
故
に
そ
の
説
浅
薄
に
し
て
味
な
く
、
そ
の
言
や
誇
誕
に
し
て

し証
い
る
に
近
し
。
こ
れ
を
仁
斎
に
比
す
れ
ば
、
行
義
識
見
は
、
遠
く
及
ば
ず

や
や

し
て
、
学
問
の
博
き
は
、
則
ち
梢
こ
れ
に
過
ぎ
た
り
。
ま
た
頗
る
考
証
之
学

を
知
る
。
然
り
而
し
て
そ
の
考
証
す
る
と
こ
ろ
精
な
ら
ず
（
賂
ｌ
Ⅳ
頁
）
・

祖
侠
は
元
禄
九
年
、
一
三
歳
に
し
て
柳
沢
吉
保
に
仕
え
て
の
ち
儒
者
と
な

り
、
綱
吉
将
軍
の
学
問
の
相
手
も
し
た
が
、
綱
吉
没
後
、
宝
永
六
年
、
四
四
歳

に
し
て
日
本
橋
茅
場
町
に
私
塾
讓
園
を
創
め
た
。
錦
城
が
い
う
よ
う
に
、
但
侠

が
五
○
歳
に
し
て
始
め
て
経
義
を
講
じ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
正
し
い
新
説
で
あ

ろ
う
。
文
人
の
祖
侠
が
弟
子
を
と
っ
て
、
そ
の
一
般
教
養
と
し
て
経
義
も
説
い

た
の
が
、
こ
の
年
に
出
た
祖
侠
の
『
学
則
』
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
柤

棟
自
身
の
古
注
・
新
注
儒
学
研
究
の
歴
史
は
永
く
、
そ
の
メ
モ
を
一
巻
の
書
に

し
た
の
が
、
祖
採
四
九
歳
の
年
、
正
徳
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
讓
園
随
筆
』
で

あ
る
。
な
お
、
祖
棟
の
儒
学
説
の
依
拠
と
し
て
楊
用
脩
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
間
違
い
で
あ
ろ
う
。
楊
用
脩
は
明
の
楊
慎
の
こ
と
で
経
詩
文
の
人
で
あ
る

が
、
柤
侠
の
書
に
出
て
こ
な
い
。
お
そ
ら
く
楊
雄
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
『
讓
園

○
Ｏ

随
筆
』
巻
四
に
「
：
：
：
左
・
国
・
騒
招
・
司
馬
相
如
・
東
方
朔
・
王
褒
・
楊
雄

・
班
固
は
皆
な
達
意
を
主
と
な
す
」
と
し
て
、
楊
雄
の
達
意
の
文
を
あ
げ
て
い

る
。
楊
雄
は
西
紀
前
後
に
王
葬
に
仕
え
た
大
夫
で
、
そ
の
著
『
太
玄
』
と
『
法

言
』
は
、
性
善
悪
併
存
を
言
い
、
新
王
朝
新
を
正
義
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

祖
裸
の
性
論
や
法
治
主
義
的
傾
向
に
合
う
も
の
で
あ
る
。
錦
城
が
沮
侠
は
「
考

証
学
」
を
知
っ
て
い
た
と
い
っ
て
い
る
が
、
狙
侠
の
古
文
辞
が
明
の
李
華
龍
・

王
世
貞
の
古
文
辞
に
こ
と
さ
ら
出
典
を
求
め
て
い
る
よ
う
に
、
柤
侠
の
考
証
学

は
文
献
学
の
範
囲
を
出
る
も
の
で
な
い
。
考
証
学
は
も
つ
と
後
代
の
も
の
て
あ

〉
（
》
◎

柤
裸
は
も
と
管
商
功
利
の
学
に
し
て
、
陳
同
父
の
流
な
り
。
而
し
て
同
父
な

れ
ば
則
ち
漢
唐
を
崇
奨
し
、
狙
侠
は
こ
こ
を
以
て
聖
典
に
附
会
す
。
然
も
そ

の
見
る
と
こ
ろ
、
告
子
筍
卿
之
外
に
出
で
ず
。
宋
儒
は
仏
老
を
携
雑
す
る
と

い
え
ど
も
、
し
か
も
そ
の
見
る
と
こ
ろ
は
、
則
ち
猶
お
こ
れ
粋
然
た
る
聖
人

の
道
な
り
。
祖
侠
は
聖
経
を
奉
崇
す
る
と
い
え
ど
も
、
し
か
も
そ
の
見
る
と

こ
ろ
は
、
則
ち
卑
卑
た
る
管
商
の
学
也
。
世
の
学
ぶ
者
、
冥
頑
無
知
、
朱
子

と
も

沮
侠
を
並
称
し
、
是
れ
鳳
杲
を
以
て
並
称
す
る
な
り
。
何
ん
ぞ
倫
に
あ
ら
ざ

る
甚
し
き
（
旧
頁
）
・

沮
侠
が
、
孟
子
と
争
っ
た
告
子
と
い
う
無
善
無
悪
説
の
人
に
近
く
、
戦
国
時

代
の
筍
子
の
性
悪
説
と
契
約
主
義
的
法
治
主
義
は
、
祖
侠
の
学
説
の
基
本
と
も

い
う
べ
く
、
か
れ
の
『
読
筍
子
』
は
祖
侠
学
の
完
成
を
意
味
す
る
も
の
で
さ
え

あ
っ
た
。

し
か
し
祖
棟
学
を
陳
同
父
の
流
派
で
あ
る
と
い
う
に
至
っ
て
は
、
そ
の
舸
眼

に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
陳
同
父
は
陳
同
甫
の
こ
と
で
あ
る
。
名
は
亮
、
字
は

同
甫
、
龍
川
と
号
し
、
湘
江
省
永
康
の
人
。
提
挙
両
湘
東
路
常
平
茶
塩
公
事
の

官
に
あ
っ
た
五
五
歳
か
ら
数
年
間
、
淳
熈
二
（
二
八
四
）
年
か
ら
同
一
六

年
に
か
け
て
、
朱
嘉
と
の
論
争
が
あ
り
、
こ
れ
を
朱
陳
論
争
と
い
う
。
朱
子
の

理
学
と
陳
龍
川
の
功
利
主
義
の
論
争
で
、
こ
れ
は
朱
陸
論
争
よ
り
は
、
あ
る
い

は
問
題
が
大
き
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
学
派
を
永
康
学
派
と
い
う
。
し

か
し
陳
龍
川
の
書
名
は
、
祖
侠
の
書
に
は
一
つ
も
出
て
こ
な
い
。
錦
城
が
い
っ

て
い
る
よ
う
に
、
当
時
は
祖
侠
と
永
康
学
派
の
関
係
は
常
識
で
あ
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
が
、
祖
侠
は
こ
と
さ
ら
に
触
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
、
か
れ
の
思
い

三



入
れ
が
あ
っ
た
の
か
、
と
疑
わ
れ
る
節
も
あ
る
。

永
康
学
に
関
連
し
て
、
最
近
、
最
初
に
指
摘
し
た
書
は
、
昭
和
二
八
集
岩

波
刊
や
狩
野
直
喜
『
中
国
哲
学
史
』
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
「
祖
侠
の
書
は
殊

更
に
葉
適
を
挙
げ
は
せ
ぬ
が
、
そ
の
影
響
蓋
し
少
な
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
と
余

は
思
う
」
と
あ
る
。
ま
こ
と
に
卓
見
で
あ
る
。
前
掲
拙
著
、
第
二
節
○
葉
適
、

の
項
で
あ
げ
て
お
い
た
よ
う
に
、
柤
侠
の
『
讓
園
随
筆
』
巻
四
に
、
「
仁
斎
が

文
を
論
ず
る
、
専
ら
葉
水
心
が
語
に
拠
っ
て
、
司
馬
遷
・
董
仲
鍔
・
劉
向
・
班

固
・
韓
・
柳
・
王
・
曾
・
二
蘇
を
取
る
：
…
．
。
」
と
あ
る
。
沮
棟
万
巻
の
害
の

中
の
一
か
所
だ
け
に
葉
水
心
が
出
て
く
る
。
沮
侠
に
関
す
る
七
不
思
議
の
一
つ

で
あ
り
、
そ
の
意
途
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
推
測
は
い
く
ら
で
も
出
来
る
が
、
大

祖
侠
に
と
っ
て
は
大
し
た
こ
と
で
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
し
て
お
く
。

葉
適
（
し
よ
う
て
き
・
せ
っ
て
き
）
（
二
四
四
’
一
二
一
七
）
字
は
正

則
、
号
は
水
心
、
温
州
永
嘉
の
人
、
南
宋
の
孝
宗
淳
熈
五
（
二
七
八
）
年
の

た
く
ち
ゅ
う

進
士
、
官
は
宝
文
閣
学
士
通
議
大
夫
に
至
り
、
夷
狄
金
と
妥
協
す
る
韓
侘
胄

に
抵
抗
し
て
、
朱
子
と
同
様
に
瞳
せ
ら
れ
て
、
晩
年
著
述
に
従
っ
た
。
主
著

『
水
心
集
』
二
十
九
巻
は
わ
が
国
で
も
広
く
読
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
学
派
を
永

嘉
学
派
と
称
す
る
。

永
嘉
・
永
康
学
派
は
、
朱
子
と
同
時
代
の
功
利
主
義
思
想
で
、
葉
水
心
の
永

嘉
学
に
至
っ
て
は
、
「
礼
楽
」
を
「
制
作
」
し
た
主
体
が
周
王
や
孔
子
と
見
る

点
、
祖
侠
と
全
く
瓜
二
つ
で
あ
る
。
柤
侠
が
触
れ
た
が
ら
な
か
っ
た
の
も
、
何

と
な
く
分
る
気
も
す
る
が
．
．
：
：
。
陳
龍
川
の
永
康
学
は
、
唐
虞
三
代
と
漢
唐
を

本
質
的
に
異
ら
な
い
と
し
、
「
人
為
」
「
作
者
」
「
制
作
」
の
主
体
性
を
相
対

化
し
、
か
え
っ
て
自
然
に
対
抗
す
る
「
人
為
」
の
個
性
を
稀
釈
し
た
（
拙
著
伽

頁
）
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
錦
城
が
祖
侠
学
を
永
康
学
の
亜
流
と
極
め
つ
け
た
識
見

に
は
、
恐
れ
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

け
ん
ろ
く

余
常
に
沮
侠
の
学
を
言
い
て
、
術
に
見
る
あ
り
と
。
故
に
政
談
鈴
録
の
類
、

そ
の
才
略
も
と
よ
り
観
る
べ
き
も
の
あ
り
。
そ
の
こ
れ
を
六
経
に
推
し
て
、

礼
楽
を
も
っ
て
聖
人
の
術
数
と
為
す
に
至
っ
て
は
、
則
ち
そ
の
害
言
う
べ
か

ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
こ
れ
を
卑
卑
た
る
管
商
の
学
と
い
う
は
、
知
言
と
謂
う

べ
し
（
肥
頁
）
・

錦
城
は
、
柤
侠
の
『
政
談
』
や
『
鈴
録
』
の
よ
う
な
政
策
意
見
書
を
高
く
評

価
し
て
、
祖
裸
の
儒
学
説
を
あ
ま
り
買
っ
て
い
な
い
。
軍
学
の
『
鈴
録
』
は
と

も
か
く
と
し
て
、
吉
宗
へ
の
意
見
書
と
い
う
伝
説
の
あ
る
『
政
談
』
は
、
柤
裸

が
一
番
後
悔
し
て
い
る
書
で
あ
る
。
柤
裸
は
む
し
ろ
筍
子
の
よ
う
に
、
先
王
の

道
を
政
策
と
理
解
し
、
君
臣
の
契
約
と
見
よ
う
と
す
る
か
れ
独
特
の
得
意
の
見

識
を
評
価
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
批
祖
侠
学
の
帰
す
る
と
こ
ろ
で
あ

》
（
》
Ｏ

錦
城
が
柤
侠
の
も
う
一
つ
の
側
面
と
し
て
、
考
証
学
を
あ
げ
て
い
る
。
直
接

に
沮
株
の
考
証
学
を
批
判
し
た
も
の
で
な
い
が
、
次
に
錦
城
の
意
見
を
聞
く
。

し
ゆ
い
そ
ん

朱
葬
尊
・
毛
奇
齢
よ
り
、
も
っ
て
近
世
諸
家
に
至
り
、
異
同
あ
り
と
い
え
ど

も
、
要
は
皆
な
考
証
の
学
な
り
。
そ
の
中
に
氷
炭
相
攻
め
ぎ
、
得
失
こ
も
ご

も
有
り
、
し
か
も
精
密
繊
細
、
古
今
の
無
き
と
こ
ろ
、
こ
れ
そ
の
学
の
長
ず

る
と
こ
ろ
な
り
。
唯
そ
の
学
の
精
細
に
過
ぎ
て
、
一
人
の
大
見
識
を
発
し
、

道
を
も
っ
て
自
ら
任
ず
る
も
の
な
し
。
こ
れ
そ
の
学
の
短
と
す
る
と
こ
ろ
な

り
（
賜
頁
）
・

朱
葬
尊
は
清
朝
金
石
考
擬
学
の
人
で
、
顧
炎
武
や
閻
若
擦
と
同
時
代
の
人
。

毛
奇
齢
も
清
朝
の
考
擦
学
に
属
し
、
明
史
を
編
修
し
た
。
錦
城
が
こ
れ
ら
清
朝
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考
擦
学
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
、
錦
城
を
わ
が
国
の
考
証
学
派
の
先
達
と
見
る

こ
と
の
証
差
で
あ
る
。
考
証
学
は
考
証
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
た
り
ま
え

で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
道
に
関
す
る
見
識
が
な
い
、
と
錦
城
は
い
う
。
こ
れ
は

儒
学
の
最
後
に
残
さ
れ
た
資
格
で
あ
る
。
西
洋
の
キ
リ
ス
ト
教
が
終
末
論
と
す

れ
ば
、
儒
教
古
典
は
堯
・
舜
・
禺
・
湯
・
文
・
武
・
周
公
の
そ
れ
ぞ
れ
の
王
朝

の
理
想
社
会
を
後
世
に
遣
し
、
こ
れ
を
先
王
の
道
と
い
う
。
儒
学
の
ど
ん
な
流

派
で
も
、
先
王
の
道
を
は
ず
し
て
し
ま
う
と
儒
教
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
逆

終
末
論
は
、
西
欧
に
対
す
る
中
国
の
主
体
性
の
構
造
で
あ
っ
た
。
考
檬
学
・
考

証
学
と
い
え
ど
も
、
こ
の
原
理
原
則
は
は
ず
せ
な
い
。

二
、
朱
子
学
と
釈
老
に
つ
い
て

錦
城
は
非
沮
棟
に
極
め
て
近
く
、
朱
子
学
に
依
拠
す
る
点
が
ま
こ
と
に
多

い
。
し
か
し
か
れ
は
や
は
り
考
証
学
者
で
あ
り
、
批
祖
侠
学
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
場
合
も
あ
る
。

主

し
か

程
朱
二
先
生
の
学
、
間
ま
釈
老
に
浸
淫
す
る
も
の
あ
り
、
こ
れ
そ
の
疵
暇
な

り
。
予
の
敢
て
信
従
せ
ざ
る
所
以
は
、
ま
た
こ
こ
を
も
っ
て
な
り
。
蓋
し
趙

宋
一
代
、
禅
学
盛
行
、
名
卿
賢
士
こ
れ
に
帰
せ
ざ
る
は
な
し
。
故
に
風
尚
の

漸
、
二
先
生
と
い
え
ど
も
ま
た
免
が
る
能
わ
ざ
る
な
り
（
５
頁
）
・

錦
城
が
な
ぜ
朱
子
学
に
全
面
的
に
賛
成
で
き
な
い
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
程

朱
の
学
が
仏
教
や
老
荘
に
影
響
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
や
は
り
錦

城
は
完
全
な
非
祖
侠
の
人
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
儒
学
と
釈
老

の
関
係
は
、
宋
代
に
禅
学
が
盛
行
し
た
か
ら
で
あ
る
と
、
時
代
の
風
潮
に
そ
の

原
因
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
釈
老
が
儒
学
に
是
非
必
要
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

に
、
朱
子
学
の
正
体
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

蓋
し
晋
唐
の
釈
氏
を
崇
す
る
や
、
塔
廟
を
送
り
て
功
徳
を
施
す
に
す
ぎ
ず
、

そ
の
通
は
粗
に
し
て
、
そ
の
事
は
顕
か
で
、
ほ
ぼ
識
る
あ
る
は
、
と
も
に
能

く
そ
の
非
を
弁
ず
。
宋
な
れ
ば
然
ら
ず
、
大
半
の
賢
人
君
子
、
皆
な
先
ず
釈

い
た

教
の
中
に
入
り
、
明
心
見
性
、
深
く
造
り
て
得
る
あ
り
。
然
る
の
ち
貌
を
変

え
形
を
改
め
、
遁
れ
て
儒
に
入
る
。
且
は
虎
穴
に
入
り
て
虎
子
を
得
る
を
も

ほ
こ

っ
て
自
ら
誇
る
（
６
頁
）
・

唐
代
前
後
の
仏
教
は
堂
塔
を
建
て
る
の
で
あ
る
か
ら
だ
れ
に
で
も
分
る
。
と

こ
ろ
が
宋
代
儒
者
の
仏
教
は
、
「
明
心
見
性
」
の
よ
う
に
、
性
理
学
・
理
学
と

し
て
の
朱
子
学
を
解
説
す
る
の
に
是
非
必
要
で
あ
っ
た
。
仏
臭
の
危
険
を
お
か

し
て
ま
で
も
、
朱
子
学
は
仏
教
用
語
の
ご
厄
介
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

『
九
経
談
』
（
六
頁
）
に
見
ら
れ
る
朱
子
学
用
語
と
仏
教
用
語
の
関
係
を
左

記
す
る
。

無
極
Ｉ
老
荘
・
列
子
無
極
而
太
極
ｌ
唐
僧
杜
順
華
厳
法
界
観
体
用

一
源
顕
微
無
間
Ｉ
唐
僧
澄
観
華
厳
大
疏
本
然
気
質
二
性
１
首
梧
厳
経

復
性
復
初
ｌ
荘
子
虚
静
無
欲
ｌ
老
子
・
荘
子
明
鏡
止
水
ｌ
荘
子

・
円
覚
経
・
唐
僧
神
秀
偏
心
無
将
迎
・
期
待
留
在
ｌ
荘
子
事
理
対

言
Ｉ
華
厳
法
界
観
有
無
対
言
ｌ
老
荘
虚
霊
不
味
ｌ
大
智
度
論

沖
漠
無
朕
ｌ
荘
子
未
有
天
地
先
有
此
理
Ｉ
老
子
一
旦
割
然
ｌ
荘
子

・
禅
器
亦
道
道
亦
器
ｌ
般
若
心
経
天
地
同
根
万
物
一
体
ｌ
荘
子

さ
す
が
考
証
を
得
意
と
す
る
錦
城
だ
け
あ
っ
て
、
朱
子
学
用
語
の
出
典
が
釈

老
に
あ
る
こ
と
を
、
具
体
的
に
証
明
し
て
い
る
。

「
無
極
而
太
極
」
は
周
榛
渓
の
『
太
極
図
』
の
宇
宙
観
で
あ
る
。
『
易
』
の

伝
に
始
ま
る
「
太
極
」
は
「
陰
陽
」
か
ら
「
五
行
」
そ
し
て
「
万
物
」
へ
と
展

開
す
る
が
、
『
易
』
は
も
と
「
陰
陽
」
と
い
う
二
元
の
世
界
で
あ
っ
た
。
従
っ

五



て
「
太
極
」
は
内
在
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
周
榛
渓
が
こ
れ
を

「
無
極
」
と
表
現
し
た
こ
と
は
、
先
験
と
い
う
よ
り
は
内
在
と
考
え
て
い
た
証

差
で
あ
ろ
う
。
程
明
道
に
至
っ
て
「
太
極
」
を
「
理
」
と
い
う
法
則
性
と
理
解

し
た
よ
う
で
、
『
易
』
以
来
の
「
内
在
」
が
、
「
内
在
」
で
あ
り
な
が
ら
、
現

象
す
な
わ
ち
「
気
」
と
性
格
を
異
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
朱
子
に
至
っ

て
か
ら
で
あ
る
（
楠
本
正
継
『
宋
明
時
代
儒
学
思
想
の
研
究
』
参
照
）
・
し
か

し
宋
儒
の
「
理
」
は
科
学
的
な
法
則
性
で
は
な
く
、
仏
教
に
お
け
る
「
化
仏
」

の
よ
う
に
、
盧
舎
那
仏
ま
た
の
名
を
大
日
如
来
と
同
様
に
唯
一
の
如
来
が
化
仏

と
な
っ
て
現
象
界
に
姿
を
現
す
と
い
う
東
洋
的
な
世
界
観
と
構
造
を
同
じ
く
す

る
。
宗
教
的
絶
対
者
の
仕
事
は
、
西
で
は
造
物
主
、
東
で
は
化
仏
と
い
う
こ
と

に
な
る
（
西
村
公
朝
『
仏
像
物
語
』
参
照
）
。
次
に
錦
城
の
意
見
を
次
に
記
す
。

周
茂
叔
の
「
無
極
而
太
極
」
、
程
伊
川
の
「
体
用
一
源
顕
微
無
間
」
、
程
子

・
張
横
渠
の
「
本
然
気
質
二
性
」
に
つ
い
て
、
錦
城
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
「
日

く
本
然
の
性
は
和
合
の
性
」
と
い
っ
て
い
る
。
考
証
学
的
に
は
そ
う
で
あ
ろ
う

が
、
朱
子
学
の
場
合
は
仏
教
の
「
無
」
と
同
様
に
宇
宙
論
的
で
あ
り
、
さ
ら
に

朱
子
学
的
倫
理
に
至
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

程
朱
の
「
復
性
復
初
」
、
程
朱
の
「
虚
静
無
欲
」
「
明
鏡
止
水
」
程
明
道
の

「
心
将
に
迎
う
な
し
」
朱
烹
の
「
期
待
留
在
」
の
意
味
は
、
錦
城
の
い
う
よ
う

に
老
子
の
「
嬰
児
に
復
帰
す
」
や
荘
子
の
「
児
子
」
と
同
様
、
「
陰
陽
」
の
現

象
の
極
限
に
あ
る
「
陰
」
は
釈
老
の
「
空
」
に
近
い
と
い
う
発
想
で
あ
ろ
う
。

「
事
理
対
言
」
や
「
有
無
対
言
」
、
朱
烹
の
「
虚
霊
不
味
」
や
程
子
の
「
沖

漠
無
朕
」
は
、
「
理
」
と
「
無
」
、
「
無
」
と
「
空
」
を
対
言
し
て
い
る
点
、

朱
子
学
用
語
が
釈
老
に
近
似
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
錦
城
が
朱
子
学
を
批
判

す
る
場
合
の
唯
一
の
論
拠
と
も
な
っ
て
い
る
。

か
つ

朱
嘉
の
「
未
だ
天
地
あ
ら
ざ
る
に
、
先
に
こ
の
理
あ
り
」
及
び
「
一
旦
諮

然
」
、
程
明
道
の
「
器
も
ま
た
道
、
道
も
ま
た
器
晨
程
子
・
楊
亀
山
の
「
天
地

同
根
万
物
一
体
」
は
、
般
若
心
経
の
「
色
即
是
空
、
空
即
是
色
」
の
よ
う
に
、
人

間
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
現
象
は
「
色
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
過
現
未
の
中
に

た
し
か
に
「
色
」
で
あ
っ
た
も
の
が
現
在
に
あ
っ
て
は
現
象
と
し
て
「
無
」
で

あ
る
。
こ
れ
を
「
因
縁
」
と
い
う
。
朱
子
学
の
仏
臭
こ
こ
に
極
ま
わ
り
と
い
え

る
。
こ
と
に
朱
篶
の
「
書
冊
を
守
り
て
言
語
に
泥
む
こ
と
に
全
く
交
渉
す
る
こ

と
な
し
」
と
し
て
、
新
注
学
を
始
め
た
が
、
儒
学
は
も
と
先
王
の
道
が
「
経
」

と
い
う
古
典
に
し
か
遣
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
「
経
」
に
依
存
し
な
い
と
い
う

朱
嘉
の
言
葉
は
「
達
磨
の
不
立
文
字
に
似
た
り
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

が
錦
城
の
意
見
で
あ
る
。
結
論
と
し
て
錦
城
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

凡
そ
程
朱
諸
公
の
説
、
仏
老
に
出
入
し
、
仏
老
に
近
似
す
る
は
、
こ
こ
に
止

ま
ら
ざ
る
な
り
。
予
の
著
す
と
こ
ろ
の
疑
問
録
・
学
説
指
要
・
宋
学
辨
の
諸
書

は
、
こ
れ
を
載
し
て
最
も
詳
な
り
。
今
そ
の
一
二
を
挙
げ
る
の
み
（
７
頁
）
。

錦
城
の
『
九
経
談
』
巻
一
の
目
的
に
つ
い
て
、
以
上
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。釈

老
の
「
無
」
に
も
通
じ
る
宋
学
の
「
理
」
は
、
歴
史
的
に
見
た
場
合
ど
う

な
る
か
。

鄭
康
成
の
詩
を
解
す
る
や
、
多
く
経
文
を
改
め
、
附
会
す
る
に
礼
を
以
て

す
。
其
の
三
礼
を
解
す
る
や
、
彼
此
強
合
し
て
、
そ
の
通
ぜ
ざ
る
に
至
っ

て
、
則
ち
曰
く
、
是
れ
段
の
礼
な
り
と
。
王
韓
の
易
を
解
す
る
や
、
象
数
を

廃
棄
し
て
、
偏
に
義
理
に
従
い
、
雑
ゆ
る
に
黄
老
之
談
を
以
て
し
、
天
地
は

無
を
以
て
心
と
な
す
と
。
道
と
は
何
ぞ
や
、
無
の
称
の
類
に
し
て
、
こ
れ
宋

学
の
濫
膓
な
り
。
何
晏
の
論
語
を
解
す
る
や
、
ま
た
間
ま
道
家
の
見
あ
り
。

｛
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道
は
体
あ
る
べ
か
ら
ず
、
徳
は
成
形
あ
る
の
類
な
り
。
こ
れ
皆
な
風
習
の
漸

す
る
と
こ
ろ
に
出
で
て
、
聖
経
の
累
い
と
な
る
（
３
１
４
頁
）
・

唐
の
鄭
玄
が
儀
礼
・
周
礼
・
礼
記
を
訓
話
し
、
今
文
・
古
文
の
理
解
に
合
わ

な
い
場
合
、
段
礼
で
処
置
し
よ
う
と
し
た
。
王
維
や
韓
愈
が
『
易
』
を
解
く
の

に
象
数
を
ぬ
き
に
し
て
、
義
理
で
処
置
し
よ
う
と
し
た
の
は
老
荘
の
徒
と
同
じ

で
あ
る
。
そ
し
て
天
地
の
「
心
」
は
「
無
」
で
あ
る
と
し
て
、
「
道
」
も
ま
た

「
無
」
の
範
晴
と
し
た
。
宋
学
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。
ま
た
魏
の
何
晏
が
「
論

語
」
を
道
教
の
思
想
で
理
解
し
、
「
道
」
は
「
体
」
な
く
、
「
徳
」
は
「
体
」

あ
り
と
し
た
。

後
漢
は
史
学
的
に
い
う
な
ら
ば
封
建
社
会
で
あ
る
。
詞
○
日
ｇ
ｏ
の
呂
己
冒
勇

己
開
両
目
の
号
尉
甸
舌
匡
園
の
群
．
国
口
ぐ
①
刷
匡
呂
園
匡
尉
○
国
の
ご
陸
①
『
巨
品
ら
巴
は

一
九
六
八
年
に
伊
手
川
良
雄
訳
『
近
代
の
終
末
Ｉ
方
向
づ
け
へ
の
試
み
ｌ
』
の

中
で
、
古
代
の
エ
ー
ト
ス
を
「
古
代
人
は
世
界
を
超
え
で
て
ゆ
か
な
い
。
か
れ

ら
の
生
活
感
情
、
表
象
作
用
、
思
考
作
用
は
、
こ
の
か
た
ち
あ
る
世
界
の
内
側

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
世
界
の
外
に
あ
る
も
の
や
世
界
を
超
え
て
あ
る
も
の
に

問
い
が
む
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
中
世
の
エ
ー

ト
ス
に
つ
い
て
は
、
「
中
世
で
は
、
態
度
も
世
界
像
も
根
底
か
ら
変
容
す
る
。

人
間
は
聖
書
の
啓
示
を
信
ず
る
。
こ
の
啓
示
の
お
か
げ
で
、
人
間
は
世
界
の
外

に
、
世
界
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
、
神
が
実
在
し
て
い
る
こ
と
を
確
信
す
る
」
と

あ
る
。古

代
の
〆
画
ｇ
口
は
「
存
在
」
の
「
形
相
」
の
理
想
型
で
あ
る
。
中
世
の

（
汗
の
薗
岸
は
神
の
啓
示
で
あ
り
そ
れ
自
体
で
あ
る
。
こ
れ
を
第
二
の
自
然
と
い

う
。
近
世
の
胃
鳴
且
急
。
は
、
「
ど
こ
か
し
ら
に
あ
る
も
の
」
を
意
味
し
、
人

間
は
偶
然
的
存
在
に
転
落
し
た
。
こ
れ
は
自
然
科
学
的
宇
宙
論
の
帰
結
で
あ

る
。

中
国
で
は
、
諸
子
百
家
や
孔
子
・
孟
子
は
古
代
に
属
し
、
唐
の
鄭
玄
は
中
世

に
属
す
る
。
唐
は
た
し
か
に
釈
老
の
時
代
で
あ
り
、
こ
と
に
仏
教
盛
行
の
時
代

で
あ
っ
た
。
「
道
」
の
「
体
」
な
し
は
（
廠
普
農
に
類
す
る
が
、
朱
子
学
を
始

め
儒
教
そ
の
も
の
も
宗
教
で
は
な
い
。
西
欧
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
な
き
と
こ

ろ
に
（
法
の
国
弄
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
「
無
」
の
構
造
を
持
つ
「
道
」
は

○
閉
厨
弄
に
類
す
る
と
い
え
な
い
こ
と
は
な
い
。

宋
儒
は
仏
老
の
宗
教
性
、
管
仲
・
商
鞁
の
功
利
を
し
り
ぞ
け
て
、
道
家
の

「
道
」
に
対
し
「
理
」
を
主
張
し
た
。

宋
儒
の
大
意
は
、
往
聖
を
継
ぎ
て
来
学
を
啓
ぎ
、
仏
老
の
空
妙
を
排
し
て
、

管
商
の
功
利
を
續
す
。
若
し
よ
く
一
人
こ
の
意
を
続
ぐ
者
あ
ら
ぱ
、
則
ち
ま

た
後
世
の
朱
文
公
な
り
。
何
ん
ぞ
必
し
も
字
字
句
句
そ
の
遺
説
を
守
り
て
、

し
か
し
て
の
ち
能
く
そ
の
学
を
奉
ず
と
な
さ
ん
や
（
Ⅱ
頁
）
・

宋
儒
の
学
は
朱
烹
に
つ
き
る
が
、
朱
子
は
仏
老
・
管
商
の
宗
教
や
功
利
を
排

し
て
先
王
・
孔
子
の
道
に
復
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

晦
庵
の
い
わ
ゆ
る
未
だ
天
地
あ
ら
ざ
る
に
先
だ
っ
て
こ
の
理
あ
り
と
は
、
老

子
の
物
あ
り
混
成
し
て
、
天
地
に
先
だ
っ
て
生
じ
、
こ
れ
を
な
づ
け
て
道
と

い
い
、
荘
子
は
道
は
天
地
に
先
だ
つ
と
い
う
に
、
同
じ
な
り
（
６
頁
）
・

天
地
以
前
に
「
道
」
あ
り
と
は
老
荘
の
言
葉
で
あ
る
が
、
朱
子
を
始
め
宋
学

者
流
は
、
こ
れ
を
「
理
」
と
表
現
し
、
朱
子
学
を
「
理
学
」
と
い
い
、
そ
の
中

に
人
間
性
を
含
め
る
な
ら
「
性
理
学
」
と
な
り
、
こ
れ
に
対
し
主
体
と
対
立
関

係
に
あ
環
境
は
「
気
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
「
理
気
二
元
」
論
と
も
い
え

る
。
「
理
気
二
元
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
宗
教
性
を
拒
否
す
る
。
宋
代
は
中

国
の
前
期
的
資
本
主
義
の
時
代
で
、
政
権
に
参
与
す
る
読
書
人
の
階
級
は
、

七



三
、
陽
明
学
の
知
行
合
一
に
つ
い
て

陽
明
学
は
宋
代
の
陸
九
淵
象
山
に
始
ま
り
、
明
代
の
王
陽
明
に
及
ぶ
。
錦
城

の
『
九
経
談
』
巻
一
に
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

晦
庵
の
時
に
当
っ
て
、
対
塁
相
い
抗
し
て
勅
敵
と
称
す
る
は
、
陸
子
静
の
頓

悟
の
学
と
、
陳
同
父
の
功
利
の
説
あ
る
の
み
。
子
静
は
晦
庵
を
称
し
て
泰
山

喬
嶽
と
な
し
、
同
父
は
晦
庵
を
称
し
て
人
中
の
龍
と
な
す
。
そ
の
服
せ
ざ
る

者
も
、
ま
た
そ
の
言
か
く
の
如
く
ん
ぱ
、
則
ち
そ
の
学
問
人
品
の
高
き
、
今

に
あ
り
て
猶
お
想
見
す
べ
き
な
り
（
８
頁
）
・

朱
烹
と
陳
龍
川
と
陸
象
山
は
同
時
代
の
儒
者
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
朱
子
学

派
・
永
康
学
派
・
陸
学
派
を
形
成
し
て
い
た
。
朱
子
の
理
気
二
元
論
の
理
学
・

性
理
学
に
対
し
、
陳
龍
川
は
功
利
学
、
陸
象
山
は
心
学
の
先
覚
で
あ
る
。

陸
象
山
は
程
伊
川
の
学
か
ら
出
た
と
い
わ
れ
る
。
伊
川
は
『
易
経
』
を
．

陰
一
陽
を
道
と
い
う
」
と
し
て
陰
陽
の
原
因
を
「
道
」
と
い
い
、
「
道
」
は
ま

た
「
理
」
で
あ
る
と
し
た
。
「
気
」
は
変
化
、
「
理
」
は
不
動
、
の
よ
う
に
朱

じ
か
た

地
方
資
本
家
で
あ
る
。
「
理
」
が
科
学
的
合
理
主
義
に
近
く
、
西
欧
で
も
そ
の

よ
う
に
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
程
朱
・
宋
学
が
、
つ
い
に
宋
代
に
お

い
て
異
端
で
あ
り
、
一
度
と
し
て
市
民
権
を
得
て
い
な
い
こ
と
、
及
び
そ
の
後

の
古
学
的
儒
教
に
お
い
て
先
王
・
孔
子
の
時
代
に
復
古
す
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ

た
こ
と
を
思
い
起
す
べ
き
で
あ
る
。
朱
子
学
は
中
国
的
な
意
味
に
お
い
て
も

笥
帰
且
急
○
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
西
欧
で
は
こ
れ
に

対
し
対
応
の
す
べ
が
な
い
の
に
反
し
、
中
国
で
は
先
王
・
孔
子
の
古
に
復
す
る

て術
が
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
東
西
の
世
界
観
の
構
造
の
相
異
に

由
来
す
る
も
の
と
思
う
。

子
学
に
近
い
が
、
釈
老
の
「
道
」
が
「
理
」
の
中
に
位
置
す
る
こ
と
は
、
朱
子

学
の
「
理
気
二
元
」
よ
り
は
宗
教
的
で
あ
る
。
陸
子
が
伊
川
に
従
っ
た
こ
と

は
、
陸
学
の
「
気
学
」
へ
の
道
が
予
想
さ
れ
る
。

陸
象
山
（
二
三
九
’
九
二
）
は
、
名
は
九
淵
、
字
は
子
静
、
江
西
省
金
渓

の
出
身
で
あ
る
。
程
伊
川
は
朱
子
の
理
気
二
元
論
の
流
派
に
属
し
な
が
ら
「
道
」

的
で
あ
り
、
逆
に
象
山
の
「
気
一
元
」
に
行
く
道
を
用
意
し
た
。
「
心
即
理
」

を
儒
の
性
善
説
の
帰
結
と
し
て
い
る
が
、
「
六
経
」
は
わ
が
「
心
」
の
注
脚
と

す
る
に
至
っ
て
は
、
先
王
・
孔
子
の
遺
し
た
儒
教
古
典
を
絶
対
と
せ
ず
、
「
心
」

の
よ
う
な
個
と
そ
の
主
体
を
絶
対
と
す
る
こ
と
は
、
中
国
の
近
世
と
科
挙
の
古

注
に
対
す
る
抵
抗
と
い
う
時
代
の
矛
盾
も
関
係
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

王
陽
明
（
一
四
七
二
’
一
五
二
八
）
明
代
の
人
で
あ
る
。
名
は
守
仁
、
字
は

伯
安
、
断
江
省
余
眺
出
身
、
進
士
に
あ
げ
ら
れ
、
一
五
○
六
年
失
脚
し
て
か
ら

「
知
行
合
こ
を
い
い
、
一
五
一
○
年
復
職
し
て
か
ら
は
南
方
の
反
乱
を
鎮
定

し
、
陸
象
山
の
「
心
即
理
」
に
従
っ
て
「
心
学
」
を
始
め
た
。
「
致
良
知
」
は

人
間
の
差
別
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
、
性
善
悪
の
差
別
も
超
越
す
る
道
が
用
意
さ

れ
た
。
そ
の
意
味
で
は
近
代
的
で
あ
る
が
、
先
王
の
道
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ

う
か
。陳

白
沙
（
一
四
二
八
’
一
五
○
○
）
明
代
の
人
で
あ
り
、
陽
明
の
先
輩
で
あ

る
。
名
は
献
章
、
字
は
公
甫
、
広
東
省
新
会
白
沙
出
身
。
一
時
官
に
在
っ
た

が
、
の
ち
講
学
に
一
生
を
さ
さ
げ
る
。
読
書
に
よ
る
「
理
」
の
究
明
に
失
望
し

て
、
「
静
坐
」
に
よ
る
「
心
」
の
体
験
を
重
ん
じ
、
こ
れ
が
陽
明
に
も
影
響
し

て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
陽
明
に
先
立
っ
て
、
明
代
「
心
学
」
の
先
達
と
い

』
え
吟
生
月
も

王
竜
渓
（
一
四
九
八
’
一
五
八
三
）
明
代
の
人
で
あ
り
、
陽
明
・
白
沙
の
い
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わ
ゆ
る
陽
明
学
の
陣
営
に
あ
っ
て
は
、
左
派
的
存
在
で
あ
る
。
名
は
畿
、
字
は

汝
中
、
断
江
省
山
陰
出
身
。
官
途
に
つ
か
ず
陽
明
学
の
普
及
に
つ
と
め
た
。
科

挙
の
愚
か
し
さ
に
抵
抗
し
た
の
が
陸
王
学
派
の
人
び
と
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
派
の
人
び
と
は
、
世
俗
的
に
は
敗
北
者
の
憾
み
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ

る
。
六
祖
慧
能
の
「
本
来
無
一
物
」
の
禅
に
入
り
、
「
良
知
」
は
自
然
流
露
、

排
作
為
で
あ
る
と
し
て
、
「
気
学
」
を
徹
底
し
た
。
「
心
」
は
「
本
来
無
善
無

悪
」
と
し
て
王
学
左
派
を
形
成
し
、
禅
的
神
秘
性
、
心
学
的
非
合
理
主
義
、
主

観
的
実
践
に
走
っ
て
、
わ
が
国
の
中
江
藤
樹
に
影
響
し
た
。
江
戸
幕
府
の
官
学

朱
子
学
が
、
宋
代
戦
時
体
制
下
の
朱
子
学
を
そ
の
ま
ま
う
け
い
れ
、
む
し
ろ
他

の
部
分
を
す
べ
て
切
り
す
て
て
、
金
・
元
に
抵
抗
す
る
た
め
漢
民
族
を
統
制
し

よ
う
と
し
た
そ
の
方
法
を
、
近
世
大
名
の
統
制
に
利
用
し
た
。

こ
の
よ
う
な
官
学
朱
子
学
に
対
し
、
王
竜
渓
ば
り
の
陽
明
学
は
、
幕
府
に
と

っ
て
危
険
思
想
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
藤
樹
書
院
へ
の
弾
圧
や
、
熊
沢
蕃

山
を
最
後
に
は
禁
銅
処
分
に
し
た
こ
と
は
、
歴
史
的
に
見
て
当
然
で
あ
る
。
大

塩
平
八
郎
以
下
多
く
の
陽
明
学
派
の
人
び
と
は
、
東
洋
的
な
意
味
で
の
反
骨
と

自
由
主
義
と
個
人
的
英
雄
主
義
へ
の
道
を
撰
ん
だ
。

次
に
大
田
錦
城
の
『
九
経
談
』
巻
一
に
、
陽
明
学
に
つ
い
て
の
意
見
を
聞
い

て
み
た
い
。

王
陽
明
の
学
は
、
陸
象
山
に
出
で
、
こ
れ
宋
学
の
支
流
な
り
。
六
経
を
以
て

故
紙
と
な
す
は
（
陽
明
詩
）
、
全
く
象
山
の
六
経
我
を
注
す
る
に
出
で
、
そ

の
実
禅
家
改
悟
の
機
に
し
て
、
達
摩
の
不
立
文
字
見
性
成
仏
、
荘
周
の
六
経

ち
ん
せ
き

は
先
王
の
陳
迩
、
書
は
古
人
の
糟
粕
の
意
な
り
（
Ｂ
頁
）
・

陸
象
山
は
「
六
経
」
を
故
紙
と
し
、
ま
た
わ
が
「
心
」
の
注
脚
と
し
、
実
践

を
重
ん
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
錦
城
は
、
こ
の
よ
う
な
象
山
を
禅
家
の
改
悟
、
達

磨
の
不
立
文
字
や
見
性
成
仏
、
ま
た
荘
子
の
六
経
は
先
王
の
已
往
事
跡
に
し
か

す
ぎ
ず
、
古
典
は
古
人
の
糟
粕
で
し
か
な
い
と
見
て
い
る
と
い
う
。
錦
城
は
朱

子
学
の
立
場
に
立
っ
て
陸
王
の
学
を
批
判
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
象
山
は
自
ら
そ
の
荘
禅
た
る
を
忌
承
、
し
か
し
て
陽
明
な
れ
ば
則
ち
自

ら
言
い
て
、
良
智
は
す
な
わ
ち
仏
氏
本
来
の
面
目
、
格
物
致
知
は
す
な
わ
ち

せ
い
し
ゆ

仏
氏
の
常
猩
猩
な
り
と
。
こ
れ
そ
の
仏
老
た
る
を
忌
ざ
れ
ぱ
、
す
な
わ
ち
首

過
と
い
う
べ
し
（
旧
頁
）
・

陸
象
山
は
荘
子
や
禅
を
忌
み
き
ら
っ
た
が
、
王
陽
明
に
至
っ
て
は
、
良
智
は

仏
氏
本
来
の
面
目
で
あ
り
、
格
物
致
知
は
仏
氏
の
覚
り
と
同
じ
で
あ
る
と
し

て
、
仏
老
を
避
け
た
形
跡
が
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
陽
明
学
は
こ
の
よ
う
な

過
ち
を
最
初
か
ら
持
っ
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

方
か
つ

た
だ
そ
の
朱
子
晩
年
の
定
論
を
作
す
や
、
早
晩
を
錯
互
す
、
そ
の
黙
悪
む
く

ほ
う

し
。
羅
欽
順
の
困
知
記
、
陳
建
の
学
蔀
通
辨
は
、
排
抵
糾
駁
、
余
力
を
遣
さ

ず
、
程
朱
の
功
臣
と
い
う
べ
し
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
、
陽
明
の
人
と
為

り
、
英
逼
に
し
て
聡
敏
、
古
今
に
超
絶
し
、
文
才
功
業
、
一
時
に
冠
冤
た

り
、
他
の
人
の
敢
て
当
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

陽
明
が
朱
子
学
を
攻
撃
す
る
の
に
、
朱
子
の
最
後
の
定
論
だ
け
を
相
手
に
せ

ず
、
朱
子
が
す
で
に
改
め
て
い
る
早
い
年
の
論
説
を
無
差
別
に
取
り
上
げ
て
い

る
の
は
悪
賢
い
限
り
で
あ
る
。
羅
欽
順
の
『
困
知
記
』
や
陳
建
の
『
学
蔀
通

辨
」
は
、
陽
明
学
を
正
確
に
論
難
し
て
い
る
。
し
か
し
陽
明
の
人
格
や
文
才
功

業
は
大
し
た
も
の
で
、
当
代
第
一
等
の
人
物
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

錦
城
の
陽
明
評
こ
れ
で
あ
る
。

羅
欽
順
の
『
困
知
記
』
は
、
陽
明
学
の
批
判
書
で
陽
明
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。
孝
宗
の
弘
治
六
（
一
四
九
三
）
年
の
進
士
で
、
一
時
官
を
去
っ
て
世

九



宗
の
吏
部
尚
書
と
な
り
、
致
仕
し
て
嘉
靖
二
六
（
一
五
四
七
）
年
に
没
す
る
ま

で
二
十
数
年
勉
学
に
は
げ
ん
だ
。
字
は
允
升
、
号
は
整
蓄
、
王
陽
明
と
の
論
争

は
有
名
で
、
陽
明
の
致
知
格
物
を
禅
と
き
め
つ
け
、
陽
明
に
刺
激
を
与
え
た
。

そ
の
箸
『
困
知
記
』
は
、
新
し
い
朱
子
学
と
い
わ
れ
、
理
よ
り
気
を
重
視
す

る
。
陽
明
学
へ
の
途
を
用
意
し
な
が
ら
、
朱
子
学
に
と
ど
ま
っ
た
。

陳
建
は
明
代
の
朱
子
学
派
の
人
で
、
そ
の
著
『
学
蔀
通
辨
』
は
三
部
よ
り
な

る
。
前
編
は
朱
子
と
陸
象
山
の
ど
ち
ら
が
先
学
で
あ
る
か
ど
う
か
の
論
で
あ

り
、
後
編
は
象
山
は
陽
儒
陰
釈
で
、
仏
臭
が
大
き
い
と
い
う
。
続
編
は
、
象
山

は
仏
学
に
近
く
、
人
を
似
惑
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
か
く
て
先
王
の

経
書
を
み
だ
り
に
議
す
べ
き
も
の
で
な
く
、
こ
れ
を
信
じ
よ
と
い
う
、
新
し
い

朱
子
学
を
主
張
し
た
。
わ
が
国
で
は
安
東
守
正
省
篭
が
寛
文
三
（
一
六
六
三
）

年
に
校
刊
し
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
に
昌
平
校
で
翻
刻
さ
れ
た
よ
う
に
、

広
く
読
ま
れ
影
響
の
多
か
っ
た
書
で
あ
る
。

た
だ

錦
城
は
『
学
蔀
通
辨
』
に
つ
い
て
、
「
陳
建
の
学
蔀
通
辨
は
、
特
に
朱
子
の

初
晩
の
異
を
辨
ぜ
ざ
る
の
ゑ
な
ら
ず
、
ま
た
儒
仏
の
性
を
論
ず
る
の
異
を
究
尽

し
、
そ
の
説
、
明
白
に
し
て
、
実
に
重
蔀
を
撒
去
し
て
白
日
に
あ
ら
は
す
を
知

る
。
お
よ
そ
学
を
な
す
者
読
ま
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
（
Ｍ
頁
）
。
」
と
し
て
、

錦
城
の
、
朱
子
学
説
に
早
晩
の
差
別
あ
り
と
す
る
持
論
に
適
当
す
る
と
し
て
高

く
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
朱
子
の
性
理
は
仏
子
の
性
と
は
別
で
あ
る
こ
と
に
も

賛
成
し
て
い
る
。

は
い
れ

陽
明
の
知
行
合
一
を
建
て
、
古
経
傳
と
惇
戻
し
、
信
用
す
べ
か
ら
ざ
る
に
似

た
り
。
然
り
と
い
え
ど
も
、
顔
子
の
徳
行
は
、
夫
子
も
っ
て
好
学
と
な
し
、

天
を
楽
し
ゑ
て
憂
え
ず
、
論
語
は
も
っ
て
仁
者
と
な
し
、
繋
辞
は
も
っ
て
智

者
と
な
す
。
学
徳
同
帰
、
智
仁
一
致
、
知
行
合
一
は
、
こ
れ
聖
道
の
妙
処
に

し
て
、
学
ぶ
者
の
極
致
な
り
。
慧
眼
の
炬
の
ご
と
き
も
の
は
、
す
な
わ
ち
能

え
い

く
こ
れ
を
知
る
。
も
し
そ
れ
塵
騎
眼
に
在
り
、
昏
の
花
乱
墜
す
る
が
ご
と
き

は
、
豈
に
こ
れ
を
語
る
に
足
ら
ん
や
（
Ｍ
頁
）
・

王
陽
明
の
知
行
合
一
論
は
古
の
経
伝
に
も
と
り
信
用
で
き
な
い
が
顔
回
の
徳

行
は
、
孔
子
も
好
学
の
範
と
し
、
楽
天
不
憂
の
顔
子
を
、
『
論
語
』
は
仁
者
と

な
し
、
『
繋
辞
伝
』
は
智
者
と
し
て
い
る
。
そ
の
故
に
陽
明
の
「
知
行
合
こ

は
、
学
徳
の
極
致
で
あ
る
。
錦
城
は
こ
の
よ
う
に
陽
明
の
「
知
行
合
こ
を
孔

子
以
来
の
最
大
の
課
題
で
あ
り
、
古
注
・
新
注
を
問
わ
ず
、
こ
れ
は
一
つ
の
目

標
で
あ
り
理
想
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
点
、
錦
城
は
朱
子
学
の
比
重
を
大
き
く

見
な
が
ら
、
陽
明
学
の
「
知
行
合
こ
を
も
う
一
つ
の
主
題
と
し
て
い
る
。

知
行
合
一
の
説
、
伝
習
録
の
い
う
と
こ
ろ
一
理
あ
る
に
似
た
り
。
然
れ
ど
も

こ
れ
を
も
っ
て
徳
を
論
ず
る
や
是
な
り
、
学
を
語
る
や
非
な
り
。
今
の
称
賛

し
て
も
っ
て
妙
処
と
な
す
は
、
猶
お
陽
明
学
術
の
謬
り
を
看
破
す
る
能
わ
ざ

る
が
ご
と
き
に
似
た
り
（
ｕ
頁
）
・

王
陽
明
の
『
伝
習
録
』
三
巻
は
、
陽
明
の
語
録
で
、
こ
れ
を
撰
集
し
た
の
は

陽
明
の
女
婿
徐
愛
で
あ
る
。
『
論
語
』
学
而
篇
に
「
伝
は
習
せ
ざ
ら
ん
や
」
と

あ
り
、
師
説
は
自
ら
く
り
か
え
し
習
熟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
『
伝

習
録
』
の
書
名
の
出
典
で
あ
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
顔
子
が
孔
子
に
認
め
ら

れ
た
よ
う
に
、
陽
明
に
も
問
題
は
あ
る
ま
い
。
「
知
行
合
こ
の
出
発
点
は
ま

こ
と
に
正
し
い
。

し
か
し
陽
明
学
は
学
派
と
し
て
見
る
場
合
、
陽
明
の
初
心
を
貫
徹
す
る
こ
と

は
、
師
弟
と
も
に
ま
こ
と
に
難
し
い
。
経
書
と
現
実
と
の
間
に
時
代
的
な
距
り

鴇
あ
り
。
錦
城
の
よ
う
に
す
で
に
考
証
学
の
徒
と
世
間
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
者

に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
明
代
は
す
で
に
深
く
中
国
の
資
本
主
義
社
会

一

○



う
Ｑ
ち
に
あ
り
、
つ
い
で
清
代
に
な
っ
て
考
擦
学
が
起
る
に
及
ん
で
、
合
理
主

義
は
が
ん
ら
い
価
値
体
系
と
は
か
か
わ
り
の
少
い
環
境
論
に
傾
斜
す
る
。
『
伝

習
録
』
が
「
徳
」
を
論
じ
て
先
王
・
孔
子
と
六
経
の
理
想
型
の
史
実
に
復
る
こ

と
に
錦
城
は
賛
成
し
、
広
い
意
味
で
の
儒
学
の
近
代
的
合
理
化
の
欠
陥
を
救
う

も
の
と
見
て
い
る
。

わ
が
国
で
は
三
輪
執
斎
の
『
標
注
伝
習
録
』
『
伝
習
録
講
義
』
や
佐
藤
一
斎

の
『
伝
習
録
欄
外
書
』
が
あ
り
、
『
伝
習
録
』
は
こ
れ
以
後
の
日
本
人
の
教
養

書
と
し
て
非
常
に
よ
く
読
ま
れ
た
。
こ
と
に
一
斎
の
も
の
は
必
須
の
教
養
書
で

あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
自
然
・
人
文
の
近
代
化
と
、
東
洋
の
思
想
形
態
で
あ
り
、

同
時
に
日
本
人
の
和
学
さ
え
そ
の
思
想
形
態
の
中
へ
没
入
さ
せ
た
儒
学
の
「
先

王
の
道
」
が
あ
る
。
理
想
社
会
は
堯
舜
以
来
の
先
王
の
時
代
に
存
在
し
、
六
経

は
そ
の
文
献
化
で
あ
る
。
だ
か
ら
中
国
や
日
本
の
「
文
献
学
」
の
古
典
は
、
西

洋
の
閣
号
さ
囚
①
と
は
違
っ
て
、
詠
嘆
と
信
仰
の
対
象
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の

本
居
宣
長
ら
の
「
文
献
学
」
も
ま
た
そ
の
性
格
を
持
ち
、
平
田
篤
胤
の
よ
う
に

復
古
神
道
へ
の
道
が
用
意
さ
れ
る
に
至
る
。
陽
明
の
「
知
行
合
こ
に
も
そ
の

よ
う
な
一
面
が
あ
り
、
朱
子
学
者
で
あ
り
考
証
学
に
行
か
ん
と
す
る
錦
城
も
賛

成
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

周
公
孔
子
に
背
く
を
敢
て
し
て
、
程
朱
に
背
く
を
敢
て
せ
ず
。
こ
れ
今
古
学

者
の
沈
掴
な
り
。
：
：
：
学
者
党
を
な
す
や
、
す
な
わ
ち
朋
党
の
漸
す
る
は
、

盛
世
の
美
事
に
あ
ら
ず
。
宋
人
大
い
に
こ
の
気
習
あ
り
、
明
に
至
っ
て
殊
に

甚
し
。
：
：
：
故
に
情
人
こ
れ
に
懲
り
て
、
務
め
て
学
者
の
党
を
破
り
、
門
戸

の
見
を
排
す
る
は
、
そ
の
識
極
め
て
正
し
（
９
頁
）
・

学
派
や
学
党
は
宋
代
に
始
ま
り
、
明
代
に
入
っ
て
甚
し
く
な
っ
た
．
こ
れ
は

朱
子
学
と
陸
王
の
学
、
さ
ら
に
永
嘉
・
永
康
学
、
そ
し
て
古
注
の
漢
唐
の
学
と

の
対
立
を
指
し
示
す
も
の
で
あ
る
。
儒
教
の
ど
の
党
で
も
排
斥
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
周
公
・
孔
子
よ
り
、
程
朱
学
の
党
主
の
学
問
の
方
を
重
く
見
る
の
は
全

く
党
派
争
い
の
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
清
朝
の
考
擬
学
は
党
派
争
い
を
止
め
た

の
は
、
ま
こ
と
に
立
派
で
あ
る
と
、
錦
城
は
い
う
。
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

だ
つ
さ
い

近
世
清
人
の
考
擦
の
学
行
わ
れ
、
人
は
獺
祭
を
好
み
、
学
問
の
博
き
こ
と
、

前
古
に
過
絶
す
。
然
れ
ど
も
義
理
の
当
否
を
論
ぜ
ず
し
て
、
た
だ
援
擦
の
多

じ
ん

き
を
欲
し
、
書
名
人
名
巻
峡
に
充
物
し
て
、
義
理
の
学
荒
さ
む
。
予
こ
れ
に

名
づ
け
て
害
建
学
と
い
う
。
そ
れ
四
書
六
経
は
、
義
理
の
淵
藪
に
し
て
、
考

擦
は
す
な
わ
ち
伝
注
疏
釈
の
学
な
り
。
義
理
は
本
な
り
、
考
擦
は
末
な
り

（
巧
頁
）
・

近
ご
ろ
の
清
朝
の
考
擦
学
は
、
引
用
の
文
献
の
多
い
こ
と
ば
か
り
心
掛
け
、

ま
る
で
本
屋
の
学
問
で
あ
る
。
し
か
し
儒
学
は
、
時
代
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず

義
理
が
も
と
で
、
考
擦
・
考
証
は
末
で
あ
る
。
錦
城
の
意
見
は
も
っ
と
も
で
あ

る
。
錦
城
自
身
、
考
証
学
の
最
初
の
一
人
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
意

見
を
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
儒
学
が
先
王
の
道
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
こ

と
が
気
が
か
り
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
合
理
主
義
に
立
ち
、
党
派
争
い
を
せ

ず
、
近
代
化
の
道
を
歩
み
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
反
省
を
し
て
い
る
考
証
学
の

錦
城
は
、
さ
す
が
に
儒
家
者
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
後
の
考
証
学
は
、
か
ろ

う
じ
て
ふ
み
止
ま
っ
た
儒
者
と
し
て
の
資
格
を
失
い
か
ね
な
い
恐
れ
が
あ
る
こ

と
を
心
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
の
近
世
末
期
の
儒
者
の
世
界
で
、
く
り

か
え
し
見
ら
れ
る
風
景
で
あ
る
。
西
の
終
末
論
と
東
の
先
王
の
道
は
、
と
も
に

近
世
・
近
代
に
お
い
て
滅
亡
の
危
機
に
頻
し
て
い
る
。
一
方
は
宗
教
で
あ
り
未

来
で
あ
る
が
、
他
方
は
政
治
・
文
化
・
倫
理
で
あ
り
過
去
で
あ
る
。
東
の
先
王

の
道
は
、
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
考
慮
の
余
地
が
あ
る
と
見
る
の
は
、
無
理
で
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そ
し
て
錦
城
は
、
朱
子
学
に
立
っ
て
祖
侠
学
を
斥
け
た
点
で
「
非
祖
侠
学
」

派
で
あ
る
。
し
か
し
か
れ
は
清
朝
考
擦
学
を
知
り
自
ら
そ
の
陣
営
に
投
じ
た
点

で
「
考
証
学
」
派
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
朱
子
学
と
考
証
学
の
両
方
に
比
重
を

置
い
て
祖
侠
学
を
批
判
し
、
そ
の
と
る
べ
き
は
と
り
、
そ
の
捨
て
る
べ
き
は
捨

て
た
点
で
「
批
祖
侠
学
」
の
人
と
で
も
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
祖
侠
没
後
の
元
文
年
間
こ
ろ
か
ら
、
非
祖
侠
・
折
衷
学
・
考

証
学
の
諸
学
派
が
続
出
す
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
祖
侠
学
を
話
題
に

し
て
い
た
こ
と
は
、
つ
と
に
大
江
文
城
『
本
邦
儒
学
史
論
孜
』
に
論
ぜ
ら
れ
た

通
り
で
あ
る
。
こ
の
度
は
錦
城
の
『
九
経
談
』
に
現
れ
た
沮
侠
学
・
朱
子
学
・

陽
明
学
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
錦
城
の
学
派
名
に
関
し
て
は
、
江
戸
時
代
の

儒
学
の
慣
例
に
従
っ
て
、
祖
侠
学
と
の
関
連
か
ら
「
批
祖
侠
学
」
と
銘
名
し

た
わ
け
で
あ
る
。

漢
学
・
宋
学
・
清
学
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
「
経
学
」
す
な
わ
ち
六
経
等
の
東

洋
的
古
典
す
な
わ
ち
文
献
に
関
す
る
学
問
で
あ
る
こ
と
が
、
錦
城
『
九
経
談
』

あ
ろ
う
か
。
陽
明
の
「
知
行
合
こ
は
、
五
百
年
近
く
の
昔
で
あ
る
が
、
こ
の

問
題
に
対
し
、
一
繧
の
望
み
を
つ
な
ご
う
と
す
る
努
力
で
は
な
か
ろ
う
か
。

経
学
は
、
古
今
の
間
三
大
変
あ
り
、
而
し
て
小
変
に
は
與
ら
ざ
る
な
り
。
漢

学
あ
り
、
宋
学
あ
り
、
情
学
あ
り
、
漢
学
は
訓
話
に
長
じ
、
宋
学
は
義
理
に

長
じ
、
清
学
は
考
証
に
長
ず
。
…
…
こ
れ
古
今
経
学
の
三
大
変
な
り
（
３

長
じ
、

の
結
論
で
あ
る
。

頁
）
。

（
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
）
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